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１ 論文提出者   高橋清美 
                         
２ 論文題名   コンピュータ企業における国際化と国際競争力（1950 年代―1990 年
代まで）――ＩＢＭと富士通のメインフレーム事業を中心に―― 
   （英文題）  Internationalization and International Competitiveness in 
Computer Companies (the 1950s to the 1990s): Focusing on 
the Mainframe Business of IBM and Fujitsu 
 
３ 論文の構成 
    
   序章  論文の課題 
     １  問題の所在 
     ２  分析視角と先行研究 
     ３  メインフレーム事業と研究対象時期 
     ４  本論文の構成 
   第 1 章 諸外国のコンピュータ産業の史的展開 
     １  アメリカ 
     ２  ドイツ（西ドイツ） 
     ３  イギリス 
     ４  フランス 
     ５  欧州企業連合 
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     ６  メインフレーム・ビジネスにおける企業間競争 
   第 2 章 IBM の海外事業展開と多国籍企業化 
     １  IBM の設立と経営哲学 
     ２  1950 年代～1960 年代における IBM の海外事業 
     ３  1970 年代の IBM の海外子会社の状況 
     ４  1980 年代：メインフレーム事業全盛期と IBM の海外事業 
     ５  1990 年代：メインフレーム時代の終焉と組織の変化：組織は戦略に従 
        う 
     ６  多国籍企業論のフレームワークによる評価 
     ７  小括 
   第 3 章 富士通によるコンピュータ事業の国際化 
     １  富士通の設立 
     ２  富士通の国際競争力 
     ３  日本の黎明期のコンピュータ開発と富士通（1950 年代～1960 年代前 
半） 
     ４  富士通の発展とマネジメント：コンピュータ事業を中心に 
５  富士通による海外事業展開 
     ６  富士通における国際化の新たな時代 
     ７  多国籍企業論のフレームワークによる評価 
     ８  小括 
   終章  富士通と IBM の国際化比較および今後の展開 
     １  コンピュータ事業における企業間競争と産業政策：独・英・仏と日本の
違い 
     ２  IBM と富士通の国際化比較     
 
   補論  中国と台湾におけるコンピュータ産業成立とレノボの国際化 
     １  PC 産業の始まり 
     ２  1990 年代の陰の主役となった台湾企業とその発展 
     ３  中国の PC 産業とレノボの国際戦略 
     ４  まとめ 
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   対象は、メインフレームとし、ワークステ―ション、パーソナル・コンピュータは
扱わないと限定する。対象時期は、1950 年代から 1980 年代を中心とし、補足的に
2000 年代にも触れる。 










でも IBM は脅威であった。日本市場では、やはり IBM がトップメーカーであったが、
富士通、NEC、日立などがコンピュータ市場で成長していくことができた。 
       以上のように、フランス、ドイツ、イギリス、日本では、多かれ少なかれ、ＩＢ
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   第２章「ＩＢＭの海外事業展開と多国籍企業化」では、世界的に最有力のコンピュ
ータ企業となった IBM の競争力の源泉として、技術力、販売力（パンチカード時代か
らの遺産）、さらには、IBM の経営哲学に触れ、それらの総合力がメインフレーム市
場における IBM の覇権を築き上げたとする。IBM は、海外戦略にも早くから着手し
た。だが、1990 年代には、メインフレーム時代の終焉とともに、IBM の優位も終焉を
迎える。 









   第３章「富士通によるコンピュータ事業の国際化」では、古川鉱業から富士電気
へ、富士電気から富士通へと変遷発展してきた富士通を取り上げ、その成立から






































                    
５ 論文の特質 
 











   本研究の特質で明らかにしたように、IBM と諸外国コンピュータ企業の競争、日本
市場における対 IBM 戦略、政府の支援などを明らかにし、さらに富士通の海外戦略の
相対的成功を分析したことは、学界への貢献として評価できる。 
 
７ 論文の判定 
 
本学位請求論文は，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審
査及び試験に合格したので，博士（経営学）の学位を授与するに値するものと判定
する。 
以 上 
